
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
携帯電話は、パソコンと違って、コンピュータウィルスの発生・感染する心配がないとさ

れてきました。それは、携帯電話は、端末独自のＯＳ（機器を動作させるために必要となる

基本ソフト）を登載し、ＯＳに関する情報は非開示とされていたためです。 

 スマートフォンは、登載するＯＳの情報が公開され、共通のＯＳを登載したスマートフォン

が増加しているため、コンピュータウィルスの発生・感染や、悪意を持った第三者の攻撃対

象となる危険性が高いとされています。 

 

  

 

機種ごとに使用しているＯＳ

やソフトウェアが異なる仕様 

海外製を含む多くの機種で使用して

いるＯＳやソフトウェアが共通の仕様 

同じ機種が日本国内を中心

に使われる。 
同じ機種が全世界に使われる。  

利用者の自由度は低い 
利用者が自由にアプリケーション
を追加でき、開発することも可能  

使われる 
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攻撃者に狙われにくい 攻撃者に狙われやすい 

セキュリティ対策 
 コンピュータウィルス対策ソフトの導入 
 ＯＳやアプリケーションのアップデートの実施 
 不審なメールの削除 

 


